
肝炎専門（協力）医療機関の登録・更新にあたって（素案）
１．これまでの経過と方向性について
○　現在、大阪府では大阪府肝炎フォローアップ事業として、肝炎専門医療機関と肝炎協力医療機関（以下、「専門医療機関」）の指定をしている。
・肝炎専門医療機関：159施設（平成26年2月現在）
・肝炎協力医療機関：608施設（平成26年2月現在）
○　多くの医療機関が指定されている一方で、新薬の承認により、治療方法が大きく変わる流れの中、深い専門知識を持つ専門医療機関が少なく、適切な治療が出来るのかという、医療機関の在り方が問われていくことになる。
○　そうした中で、昨年9月4日開催の「肝炎肝がん対策部会」にて、専門医療機関の指定の要件として、肝疾患診療連携拠点病院が実施している既存の講習会への参加を義務付けてはどうかという提案が出され、部会で承認を得た。
２．講習会の枠組みの考え方
○　既存のストックを活用して効率的な実施を図る観点から、拠点病院が開催する講習会の内容に、一部新たな要素を加えて実施するもの。新たなに加える内容（要素）については、連絡協議会と相談の上で決定。
※その後、9月10日開催の「肝疾患診療連携拠点病院連絡協議会」において、
大阪府より提案し、肝疾患診療連携拠点病院から同意を得る。
３．講習会実施にかかる役割分担（案）
・肝疾患診療連携拠点病院　⇒　従来どおり、講習会内容の企画、運営、開催案内等を担当。
・大阪府（健康づくり課）　⇒　各専門医療機関に対して、講習会への参加促進（文書発送）。
４．講習会の実施主体と開催時期（予定）
	実施主体（病院名）
	開催予定時期（平成26年度）

	大阪大学医学部附属病院
	未定

	大阪医科大学附属病院
	2月

	関西医科大学附属滝井病院
	1月

	大阪市立大学医学部附属病院
	未定

	近畿大学医学部附属病院
	未定


※参考）平成25年度は、各病院とも1月～3月に開催（予定含む）
５．実施にあたっての前提事項の整理（案）
○　専門医療機関の認定条件において、拠点病院が開催する講習会への参加については年1回とする。ただし、日本肝臓学会が主催する肝臓専門医認定のために受講が義務付けられている「教育講演会」に学会員が当該年度に出席した場合、拠点病院が開催する講習会に参加したものとみなす。
○　一医療機関に複数人の専門医が配置されている場合、責任窓口医師等が代表者として研修会に参加し、他の専門医等に研修会の内容を院内で情報共有されるのであれば、必ずしも全員が参加する必要はない。
※なお、本事案の実施については、次回開催の部会で審議し決定するものとする。
